
福岡市・オンライン活動案  

LV２-３ 助けをよぼう 

 

目標：楽しく交流する。学習者が自分のことを伝えられ、緊急事態のとき、助けを求めることができる。 

教材：文化庁『つながる ひろがる にほんごでのくらし』https://tsunagarujp.bunka.go.jp/  

レベル 2「シーン 9緊急のときは、助けをもとめよう」 https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level02/b06 

 

構成 テーマ 時間 活動内容 

はじめ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故の経験 

（10分間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警察を呼ぶ 

（10分間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習者に「車にのりますか」と尋ねる。（バイク、自転車も尋ねる） 

B さん                                                          あなた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習者に「国で車やバイクの事故はありますか。」と尋ねる。 

C さん 

   

 

 

 

 

 

 

レベル 2「シーン 9-1 じけんですか、じこですか。」 

https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level02/b06 （約 70秒） 

1 回目は音を出して字幕がない状態で見る（このシーンは音がないと場面が

分かりにくいので最初から音を出した動画を見る）。見終わった後、学習者に

「何を話していましたか。」と尋ねる。学習者が出したことばをチャットに記す。 

 

 

 

 

 

B さん                                                          A さん  

 

自分のことを伝えよう 

めんきょしょう。 
日本、のりません。国で、

ライセンスあります。 

 

アルコールを飲みます。 

ティーネージャー、事故。 

『つなひろ』で学ぼう 

学習者がうまく表現できないことに対し、フィ

ードバックしていきます。チャットにも記すと理

解しやすくなります。 

事故という語彙は、翻

訳や画像を使って伝

えるとよいです。 

警察。事故です。 私、外国人です。 

学習者が聞き取れたことばをまず自由に出し

てもらいます。会話の全体を確認します。 



 

 

0:20 

続いて 2 回目を見る。2 回目は学習者の日本語能力に応じて字幕をつける。

内容について確認をする。「警察は男の人に何を聞きましたか。」「男の人は

警察の言っていることが分りませんでした。何と言いましたか。」など尋ねる。 

なか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急事態の

経験 

(10分間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急車を 

呼ぶ 

（10分間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0:40 

 

 

消防車、救急車、パトカーの画像を準備し、それぞれの名称を確認する。その

後で、学習者に「どんなときに消防車を呼びますか。」と尋ねる。 

B さん                                                         あなた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習者に「救急車を呼んだことがありますか。」と尋ねる。 

C さん 

 

 

 

 

 

レベル 2「シーン 9-3 かじですか、きゅうきゅうですか。」 

https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level02/b06 （約 85秒） 

1 回目は音を出して字幕がない状態で見る（このシーンは音がないと場面が

分かりにくいので最初から音を出した動画を見る）。見終わった後、学習者に

「何を話していましたか。」と尋ねる。学習者が出したことばをチャットに記す。 

 

 

 

 

A さん                                                           C さん 

 

 

続いて 2 回目を見る。2 回目は学習者の日本語能力に応じて字幕をつける。

「消防署の人は男の人に何を聞きましたか。」「男の人はどうして消防署に電

話しましたか。」など尋ねる。 

自分のことを伝えよう 

ファイヤ。ひ。 火事です。 

国で。おばあちゃん、ときどきあります。 

学習者がうまく表現できないことに対し、フィ

ードバックしていきます。チャットにも記すと理

解しやすくなります。 

『つなひろ』で学ぼう 

住所を教えてください。 友達、階段から。 

学習者が聞き取れたことばをまず自由に出し

てもらいます。会話の全体を確認します。 



おわり 緊急事態、 

国との比較 

（20分間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0:60 

 

 

学習者に、「国の消防車は日本と同じですか。と尋ねる。（パトカー、救急車も

尋ねる） 

C さん  

 

語彙、文法の確認教材 https://forms.gle/1y9mFp6zbT7PSVFV6  

 

自分のことを伝えよう 

（画像を見せながら）

同じ。日本の車。たくさ

ん、日本から。 

消防車、パトカー、

救急車の番号を聞

くのもよいです。 


